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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画素の集合からなる表示画面を有する垂直配向型の液晶表示装置であって、
　１つの画素のそれぞれは、
　斜め方位に液晶分子が傾くように配向制御されている領域Ｘと、
　上下方位あるいは左右方位に液晶分子が傾くように配向制御され、偏光子と検光子とが
それぞれの吸収軸を上下左右方向にクロスニコルの関係で液晶層を挟む形で形成され、前
記領域Ｘとは独立して電圧が印加される領域Ｙと
を備え、
　前記１つの画素のそれぞれは、ＲＧＢの副画素を有し、
　前記Ｙ領域は、前記副画素ごとに個別に、上下方向に液晶分子の配向方向が制御される
上下制御領域、あるいは左右方向に液晶分子の配向方向が制御される左右制御領域のいず
れか一方の領域を有する
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の液晶表示装置において、
　前記Ｙ領域は、前記１つの画素内の前記副画素に共通して、前記上下制御領域あるいは
前記左右制御領域のいずれか一方の領域を有することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の液晶表示装置において、
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　前記領域Ｘは、斜め方向のスリットあるいは土手が画素電極に形成され、
前記領域Ｙの前記上下制御領域は、左右方向に幅広のスリットあるいは土手が画素電極に
形成される
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の液晶表示装置において、
前記領域Ｙの前記上下制御領域は、上下方向に微細なスリットが画素電極にさらに形成さ
れる
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】
　請求項１または２に記載の液晶表示装置において、
　前記領域Ｘは、斜め方向のスリットあるいは土手が画素電極に形成され、
前記領域Ｙの前記左右制御領域は、上下方向に幅広のスリットあるいは土手が画素電極に
形成される
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の液晶表示装置において、
　前記領域Ｙの前記左右制御領域は、左右方向に微細なスリットが画素電極にさらに形成
される
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項７】
　請求項１または２に記載の液晶表示装置において、
　前記領域Ｘは、斜め方向のスリットあるいは土手が画素電極に形成され、
　前記領域Ｙの前記上下制御領域は、左右方向に幅広のスリットあるいは土手が画素電極
に形成され、
　前記領域Ｙの前記左右制御領域は、上下方向に幅広のスリットあるいは土手が画素電極
に形成される
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の液晶表示装置において、
　前記領域Ｙの前記上下制御領域は、上下方向に微細なスリットが画素電極にさらに形成
され、
　前記領域Ｙの前記左右制御領域は、左右方向に微細なスリットが画素電極にさらに形成
される
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項９】
　請求項１ないし８のいずれか１項に記載の液晶表示装置において、
　前記上下制御領域と前記左右制御領域とは、前記表示画面内にあらかじめ決められた模
様あるいは文字を形成するように配置されることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１０】
　請求項１または２に記載の液晶表示装置において、
　それぞれの画素における前記領域Ｙに対して、ゲート層を利用してゲート電極と平行に
設けられ、コンタクトホールを介して前記領域Ｙに設けられた画素電極と接続される金属
ラインをさらに備えたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の液晶表示装置において、
　前記金属ラインは、前記それぞれの画素における前記領域Ｙの中心を通ることを特徴と
する液晶表示装置。
【請求項１２】
　請求項１０に記載の液晶表示装置において、
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　前記コンタクトホールは、前記領域Ｘの画素電極とソース電極とを接続させるためのホ
ールを形成する工程にて形成されることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１３】
　請求項１０に記載の液晶表示装置において、
　前記金属ラインは、電圧を印加するために、ゲートドライバの実装されている側とは反
対側に引き出されることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１４】
　請求項１または２に記載の液晶表示装置において、
　前記領域Ｙは、所望の値に制御された電圧が印加されることを特徴とする液晶表示装置
。
【請求項１５】
　請求項１または２に記載の液晶表示装置において、
　前記領域Ｙは、可変周期の交流電圧が印加されることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１６】
　請求項１または２に記載の液晶表示装置において、
　前記領域Ｙは、周波数が３０Ｈｚ以下の交流電圧が印加されることを特徴とする液晶表
示装置。
【請求項１７】
　請求項１または２に記載の液晶表示装置において、
　前記領域Ｙは、中心電圧を変動させた交流電圧が印加されることを特徴とする液晶表示
装置。
【請求項１８】
　請求項１または２に記載の液晶表示装置において、
　前記領域Ｙは、周期的に変動させた電圧が印加されることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１９】
　請求項１または２に記載の液晶表示装置において、
　前記領域Ｙは、周期的にＯＮ／ＯＦＦさせた電圧が印加されることを特徴とする液晶表
示装置。
【請求項２０】
　請求項１または２に記載の液晶表示装置において、
　前記領域Ｙは、線幅、ライン間隙が５ミクロン以下の微細なスリットの集合が全面に形
成されてなることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２１】
　請求項２０に記載の液晶表示装置において、
　前記領域Ｘは、微細なスリットが一部分にのみ使用されることを特徴とする液晶表示装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、視野角制御を可能とする液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置、特にＴＦＴ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ：薄膜トラン
ジスタ）を用いた液晶表示装置が、広く携帯電話から大型テレビにまで採用されている。
このような中で、個人的に使用するような表示装置にあっては、使用している本人には見
えるが、横から覗き込んでも見えないような表示装置が要求されている。特に、ある時に
は表示画面を多人数で共有し、ある時には個人でのみ使用できるようなものが望まれてい
る。
【０００３】
　図８は、秘匿モードを有する従来の液晶表示装置の説明図である。このような背景のも
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とに、その一例として、図８に示すような秘匿モードを有するディスプレイが提案されて
いる（例えば、特許文献１参照）。図８において、液晶パネルを裏側から照らすバックラ
イトとしては、指向性の強いものが使用されている。そして、通常の液晶パネルとこの指
向性バックライトとの間に、散乱状態および非散乱状態を切り替えられる、例えば、ポリ
マー分散型液晶パネル（散乱非散乱スイッチ層）が設けられている。
【０００４】
　散乱層が非散乱状態の場合には、バックライトからの光は、正面にしか照射されないた
め、斜めからは表示を見ることができない。一方、散乱層が散乱状態の場合には、バック
ライトの光は、斜め方向にも照射されるため、斜めから表示を見ることができ、表示を複
数人で共有することができる。この場合には、通常の液晶パネルとは別に、特別な液晶パ
ネルを設けることが必要であるため、高価になってしまうという問題が生じていた。
【０００５】
　この問題を解決するための方策として、垂直配向型液晶表示装置を利用する方法が提案
されている。以下に、その基本原理を図９～図１２を用いて説明する。図９は、垂直配向
型液晶表示装置を正面から見たときの液晶分子の様子を示した図である。図９（ａ）の電
圧無印加状態において、液晶分子は垂直配向しており、図９（ｂ）のように電圧が印加さ
れると、液晶分子は上方向に傾く場合を示している。ポラライザとアナライザとは、それ
ぞれ、上下方位および左右方位にその吸収軸を向けている。
【０００６】
　図９（ａ）は、電圧無印加の垂直配向した液晶パネルを正面から見た場合を示している
。液晶分子の複屈折は発現せず、全く光は漏れない。一方、図９（ｂ）は、電圧印加され
た液晶パネルを正面から見た場合である。液晶分子の光軸は、ポラライザの吸収軸と平行
であり、結果、やはり複屈折は発現せず、全く光は漏れない。
【０００７】
　これに対して、図１０は、垂直配向型液晶表示装置を斜めから見たときの液晶分子の様
子を示した図である。図１０（ａ）に示したように、電圧無印加の場合には、液晶分子の
軸は、アナライザの吸収軸に平行に見えるので、光は漏れてこない。一方、図１０（ｂ）
に示したように、電圧印加の場合には、液晶分子の軸は、ポラライザやアナライザの軸か
らずれることとなり、複屈折が発現されて光が漏れてくる。
【０００８】
　この光の漏れを利用すると、この左右方向では表示コントラストが極端に落ちることに
なり、横方向から表示を見ても何が書いてあるか分からなくなる。従って、この現象を利
用して表示の秘匿性をコントロールすることができる。
【０００９】
　図１１は、表示の秘匿性をコントロールするための具体的な構成を示した図である。図
１１において、１つの画素の中には、ＲＧＢの副画素に加えて、白（Ｗ）の副画素が設け
られている。また、図１２は、図１１における各副画素の液晶分子の配列状態を示した図
である。図１２に示すように、この白の画素の部分の液晶分子の配向状態を、他のＲＧＢ
とは異なり、上下方位にしている。
【００１０】
　これにより、白画素の部分に電圧を印加しない場合には、この部分は全く表示には寄与
しないので、通常の表示が実現される。一方、白画素の部分に電圧が印加された場合には
、白表示が前面に左右方位にて行われることになる。その結果、このディスプレイのコン
トラストが左右視角方位にて低下することとなり、他人に表示を見られる恐れが軽減され
る。
【００１１】
　さらに、図１３は、従来の垂直配向型液晶表示装置の基本構造を示す図である。図１３
において、上側に位置する片側透明電極上には、リブあるいは土手状の構造物が設けられ
ている。そして、図１３で下側に位置するもう一方の透明電極には、幅が約１０ミクロン
程度のスリットが設けられている。液晶分子は、電圧無印加状態では垂直に配向しており
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、電圧が印加されると、土手あるいはスリットによる斜め電界の影響で決められた方向、
即ち土手あるいはスリットの伸びる方向と垂直な方向に倒れる。
【００１２】
【特許文献１】特開平５－７２５２９号公報（第１頁、図１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　しかしながら、従来技術であるこの垂直配向を利用した秘匿性を有する液晶表示装置に
あっては、次のような課題がある。第１の課題として、白画素を設ける構成になっている
が、白樹脂を新たに設ける必要があり、駆動が従来と異なってしまう。また、第２の課題
として、左右方位ではコントラストが低下するが、上下方位ではコントラストは低下しな
い。
【００１４】
　本発明は上述のような課題を解決するためになされたもので、白画素を設ける必要がな
く、上下左右方向に視野角調整を行うことのできる液晶表示装置を得ることを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明に係る液晶表示装置は、画素の集合からなる表示画面を有する垂直配向型の液晶
表示装置であって、１つの画素のそれぞれは、斜め方位に液晶分子が傾くように配向制御
されている領域Ｘと、上下方位あるいは左右方位に液晶分子が傾くように配向制御され、
偏光子と検光子とがそれぞれの吸収軸を上下左右方向にクロスニコルの関係で液晶層を挟
む形で形成され、領域Ｘとは独立して電圧が印加される領域Ｙとを備え、前記１つの画素
のそれぞれは、ＲＧＢの副画素を有し、前記Ｙ領域は、前記副画素ごとに個別に、上下方
向に液晶分子の配向方向が制御される上下制御領域、あるいは左右方向に液晶分子の配向
方向が制御される左右制御領域のいずれか一方の領域を有するものである。

【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、斜め方位に液晶分子が傾くように配向制御されている領域Ｘとともに
、上下方位あるいは左右方位に液晶分子が傾くように配向制御され、領域Ｘとは独立して
電圧が印加される領域Ｙを１画素内にさらに備えることにより、白画素を設ける必要がな
く、上下左右方向に視野角調整を行うことのできる液晶表示装置を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の液晶表示装置の好適な実施の形態につき図面を用いて説明する。
【００１８】
　実施の形態１．
　まず始めに、本願の基本原理を説明する。
　図１は、本発明の実施の形態１における液晶表示装置の視野角制御パターンの基本構成
を示す図である。ＲＧＢの各副画素は、領域Ｘおよび領域Ｙで構成されている。ここで、
領域Ｘは、斜め方位に液晶分子が傾くように配向制御されている領域であり、くの字に形
成された土手あるいはスリットが設けられている。
【００１９】
　一方、領域Ｙは、上下方位あるいは左右方位に液晶分子が傾くように配向制御され、偏
光子と検光子とがそれぞれの吸収軸を上下左右方向にクロスニコルの関係で液晶層を挟む
形で形成され、領域Ｘとは独立して電圧が印加される領域であり、上下あるいは左右に土
手あるいはスリットが設けられている。
【００２０】
　そして、この図１の基本構成では、特に、領域Ｙの土手（あるいはスリット）が横向き
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になっている画素をある程度まとめて設け、一方、領域Ｙの土手（あるいはスリット）が
縦向きになっている画素をある程度まとめて設けた場合を例示している。
【００２１】
　ここで、図１においては、領域Ｙの土手（あるいはスリット）が横向きになっている画
素が集まっている部分をＡパターン、領域Ｙの土手（あるいはスリット）が縦向きになっ
ている画素が集まっている部分をＢパターンとして示しており、結果としてＡパターンと
Ｂパターンがチェッカーパターンを形成するように配列されている。例えば、画素が１０
００×１０００程度集まって形成されている表示画面にあっては、これらＡパターンとＢ
パターンとの領域が表示画面内で分配されることとなる。
【００２２】
　図２は、本発明の実施の形態１における領域Ｙのみの輝度分布を示した図である。図２
（ａ）は、ＡパターンとＢパターンの両方の領域Ｙに電圧が印加されていない場合を示す
。この場合には、液晶は、垂直に立っており、表示は黒いままとなり、全体の表示には影
響を与えない。これは、正面、上下左右、斜め視角においても同様で、全く表示自体は自
然に使える。
【００２３】
　図２（ｂ）は、ＡパターンとＢパターンの両方の領域Ｙに電圧が印加された状態で、左
右方向からみた場合を示す。この場合には、横向きのパターンが入った図１のＡパターン
で示した部分が明るく光が抜けてくる。
【００２４】
　一方、縦向きのパターンが入った図１のＢパターンで示した部分からは、光が漏れてこ
ない。その結果、図２（ｂ）に示すように、Ａパターンが白、Ｂパターンが黒のチェッカ
ーパターンとなる。そして、このパターンが通常の表示パターンに重なることになるので
、左右方向からパターンを見た場合には、何が書いてあるのか分からなくなる。
【００２５】
　これに対して、図２（ｃ）は、ＡパターンとＢパターンの両方の領域Ｙの電圧が印加さ
れた状態で、上下方向からみた場合を示す。この場合には、横向きのパターンが入った図
１のＡパターンで示した部分からは、光が漏れてこない。
【００２６】
　一方、縦向きのパターンが入った図１のＢパターンで示した部分からは、光が漏れてく
る。その結果、図２（ｃ）に示すように、Ａパターンが黒、Ｂパターンが白の図２（ｂ）
とは逆のチェッカーパターンとなり、このパターンが通常の表示パターンに重なることに
なるので、上下方向からパターンを見た場合には、何が書いてあるのか分からなくなる。
【００２７】
　以上の本願の基本原理に基づいて、以下においては、画素内におけるＡパターンとＢパ
ターンの配置を示す。さらに、縦横のパターンに電圧をかけるのに際して、
　１）ゲートドライバが実装されているのと反対側から印加すること
　２）縦横のパターンをどのように配置するかで単純なチェッカー以外のパターンも自由
に設計できること
　３）電圧の印加の仕方を変えることにより情報の秘匿性を上げることができること
を中心に、詳細な説明を行う。勿論、縦パターンのみ、あるいは横パターンのみで構成す
ることも可能であることは言うまでもない。
【００２８】
　図３は、本発明の実施の形態１における画素設計の例示図である。画素を大きく二つの
部分（領域Ｘと領域Ｙ）に分けて示しており、先の図１に示した１つの副画素の拡大図に
相当する。一つは、表示パターンを表示するための領域Ｘの部分であり、他方は、視認範
囲を抑制制御するための領域Ｙの部分である。
【００２９】
　偏光子の吸収軸を表示面の上下方向に、検光子の吸収軸を左右方向に設定している。ま
た、液晶分子が電圧無印加で垂直に配向するように、垂直配向膜を表面に塗布している。
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さらに、液晶の誘電率異方性として負のものを用い、電圧無印加で垂直配向、電圧印加で
液晶分子が傾くように設定している。あるいは前記液晶にはｃｈｉｒａｌ　ｄｏｐａｎｔ
を添加することができる。
【００３０】
　表示パターン用の領域Ｘの部分にあっては、配向制御用の土手１１を斜め４５度、１３
５度方位に設けている。さらに、配向をより制御するために、微細なスリット１２を土手
１１と垂直に設けることを行っている。この微細なスリット１２は、この表示パターン用
のＸ領域の部分では、省略することも可能である。表示部分用のコモン電極３１を表示部
分の中央を横切るように配置し、コンタクトホール３２を介してソース層３３と接続され
ている。
【００３１】
　領域Ｘでは、画素電極に斜め方向に、土手１１（あるいはスリット）が形成されている
。一方、図３に示されたように、Ａパターンを有する領域Ｙでは、画素電極に左右方向に
幅広の土手２１（あるいはスリット）が形成され、配向を安定化させている。また、図示
していないが、Ｂパターンを有する領域Ｙでは、画素電極に上下方向に幅広の土手２１（
あるいはスリット）が形成され、配向を安定化させている。
【００３２】
　ここで、領域Ｘでは、画素電極に斜め方向に土手１１（あるいはスリット）が形成され
てなり、Ａパターンを有する領域Ｙでは、画素電極に上下方向に微細なスリット２２がさ
らに形成されており、図示していないＢパターンを有する領域Ｙでは、画素電極に左右方
向に微細なスリット２２がさらに形成されている。
【００３３】
　パネルに情報秘匿性を持たせる領域Ｙの部分は、確実に上下方向あるいは左右方向のみ
に液晶分子が倒れる必要がある。そこで、図３の下方に示すように、幅３．５ミクロン、
間隙が３ミクロン程度で、このような微細なスリット２２を上下方向あるいは左右方向に
設けて液晶分子をこのスリットに平行な方向に強制的に倒れさせるようにしている。
【００３４】
　そして、領域Ｙにあっては、線幅、ライン間隙が約５ミクロン以下のこのような微細な
スリット２２を全面に形成している。ただし、このような微細なスリット２２は、表示ム
ラの原因になりうる。領域Ｙは、ムラになっても問題ないが、領域Ｘのムラは、表示のム
ラとして見えてしまう。そこで、領域Ｙでは、微細なスリット２２を全面に形成している
が、領域Ｘでは、微細なスリット１２を全く使用しない、あるいは使用したとしても一部
分にのみ使用するように構成した。
【００３５】
　ここで、この情報秘匿性を付与させるための領域Ｙの部分には、独立に電圧を印加させ
るため、ゲート層を利用して電極４１を左右方向に延ばしている。各画素の領域Ｙに対し
て、ゲート層を利用した金属ラインをゲート電極と平行に走らせ、コンタクトホール４２
を介して、領域Ｙの画素電極と該金属ラインとを接続している。この金属ラインは、各画
素の領域Ｙの中心を通ることにより、画素の対称性を確保している。該コンタクトホール
４２は、領域Ｘの画素電極とソース電極とをコンタクトさせるためのホールを形成させる
工程にて形成することができる。
【００３６】
　図４は、本発明の実施の形態１における視角制御用電圧供給の電極の配置図である。図
４に示すように、この電圧を印加させるためのゲート電極層からなる左右に延びる電極４
１は、ゲートドライバとは逆の側である程度束ねられ、電圧を印加するようにしている。
この電圧としては、液晶が壊れないようにするために、交流を印加する。ここで、電圧の
中心としては、対向に位置するＣＦ基板上の共通透明電極の電圧を交流の中心としている
。この中心電圧は、表示を行うための画素に印加される電圧の中心とは異なる。
【００３７】
　上述の説明においては、表示秘匿用に各画素に縦方向あるいは横方向の構造物を設けて
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液晶分子を上下方向あるいは左右方向に傾くようにした。この縦方向横方向のパターンに
ついては、表示画面内のＡパターンとＢパターンの配置を考慮することにより、任意のパ
ターンを形成することができる。
【００３８】
　図５は、本発明の実施の形態１における秘匿表示パターンの一例を示した図である。図
５（ａ）は、正面からの視野表示を示している。これに対して、図５（ｂ）は、斜め視野
非制御モードにおける正面および斜めからの視野表示を示しており、図５（ｃ）は、斜め
視野制御モードにおける斜めからの視野表示を示している。この図５（ｃ）においては、
先の図２に示したように、チェッカーパターンを秘匿表示する場合を例示している。
【００３９】
　表示の秘匿用制御部分に電圧を印加しない場合には、正面、上下左右ともに図５（ｂ）
に示すように、通常の表示が実現される。これに対して、表示秘匿用制御部分に電圧を印
加した場合には、正面の表示は、図５（ａ）あるいは図５（ｂ）と同様で全く変わらない
。しかしながら、斜め方位から観察した場合には、図５（ｃ）に示すように、本来の表示
に、例えば、チェッカーパターンが重畳されて、表示が認識しづらくなる。
【００４０】
　また、図６は、本発明の実施の形態１における秘匿表示パターンの別の例を示した図で
ある。この図６においては、チェッカーパターンではなく、「Ｃｏｎｆｉｄｅｎｔｉａｌ
」の文字を用いた場合の例を示す。図６（ａ）は、正面からの視野表示を示している。こ
れに対して、図６（ｂ）は、斜め視野非制御モードにおける正面および斜め方向からの視
野表示を示している。
【００４１】
　さらに、図６（ｃ）は、斜め視野制御モードにおける左右方向からの視野表示を示して
おり、図６（ｄ）は、斜め視野制御モードにおける上下方向からの視野表示を示している
。図６（ｃ）（ｄ）に示すように、秘匿表示パターンは、左右方位と上下方位とで逆のパ
ターンになっている。
【００４２】
　このように、秘匿表示パターンは、文字にすることも可能であり、任意のパターンを形
成することができる。即ち、視角抑制パターン用の領域ＹにおけるＡパターンとＢパター
ンの配置を工夫することにより、図５のようなチェッカーパターンあるいは図６のような
意味のある文字等のパターンを秘匿表示パターンとして形成できることとなる。
【００４３】
　以上のように、実施の形態１によれば、パネルに情報秘匿性を持たせることのできる領
域Ｙを画素内に設け、通常の表示パターン用の領域Ｘとは独立して印加電圧制御を行うこ
とにより、所望の秘匿表示パターンを用いて上下左右方向に視野角調整を行うことのでき
る液晶表示装置を得ることができる。ここで、秘匿表示用の領域Ｙのパターンは、モザイ
クに限られることはなく、任意のパターン、カラー表示、自然画表示等を行うことができ
ることは言うまでもない。
【００４４】
　実施の形態２．
　本実施の形態２では、視角抑制パターン用の領域Ｙに印加する電圧を工夫して、秘匿表
示パターンを変化させる場合について説明する。図７は、本発明の実施の形態２における
領域Ｙへの印加電圧パターンを示した図である。ここでは、斜めから表示を見た時に情報
を秘匿するのに際して、領域Ｙに印加する電圧を工夫している。
【００４５】
　液晶分子は、交流のかかる周期が長いと、ばたばたと動き、それがフリッカーとして見
えることが知られている。そこで、図７の下に示すように、交流を印加する周期を３０Ｈ
ｚ以下にして駆動を行うことにより、秘匿表示をフリッカーさせることが可能となる。
【００４６】
　あるいは、その他の例として、周期的に電圧を印加する時の中心電圧を、対向電極の電
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圧の電圧値を周期的に変える、あるいは、ＯＮ、ＯＦＦを周期的に行うことも考えられる
。これにより、斜めから表示を見ると、例えば、先の図６で示した「Ｃｏｎｆｉｄｅｎｔ
ｉａｌ」の字の濃さが周期的に変化し、非常に見にくい表示をすることができ、情報の秘
匿性を向上させることが可能となる。
【００４７】
　以上のように、実施の形態２によれば、領域Ｙの印加電圧制御を行う際に、その印加電
圧パターンを工夫することにより、所望の秘匿表示パターンを用いて、情報の秘匿性をさ
らに向上させて、上下左右方向に視野角調整を行うことのできる液晶表示装置を得ること
ができる。
【００４８】
　なお、本発明の応用として、領域Ｙに印加する電圧を、スクリーンの使用者がコントロ
ールできるようにすることも考えられる。さらに、領域Ｙに印加する交流電圧の周期を変
えられるように構成することも可能である。
【００４９】
　これにより、スクリーンを正面から使用している人には全く違和感がなく、スクリーン
を斜めから見る人に対して、全く違和感なく見えるようにすることも、違和感があり見ら
れないようにすることも可能となる。しかも、液晶パネルとしては、従来のものと製造工
程は、全く同一で追加するものもない。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明の実施の形態１における液晶表示装置の視野角制御パターンの基本構成を
示す図である。
【図２】本発明の実施の形態１における領域Ｙのみの輝度分布を示した図である。
【図３】本発明の実施の形態１における画素設計の例示図である。
【図４】本発明の実施の形態１における視角制御用電圧供給の電極の配置図である。
【図５】本発明の実施の形態１における秘匿表示パターンの一例を示した図である。
【図６】本発明の実施の形態１における秘匿表示パターンの別の例を示した図である。
【図７】本発明の実施の形態２における領域Ｙへの印加電圧パターンを示した図である。
【図８】秘匿モードを有する従来の液晶表示装置の説明図である。
【図９】垂直配向型液晶表示装置を正面から見たときの液晶分子の様子を示した図である
。
【図１０】垂直配向型液晶表示装置を斜めから見たときの液晶分子の様子を示した図であ
る。
【図１１】表示の秘匿性をコントロールするための具体的な構成を示した図である。
【図１２】図１１における各副画素の液晶分子の配列状態を示した図である。
【図１３】図１３は、従来の垂直配向型液晶表示装置の基本構造を示す図である。
【符号の説明】
【００５１】
　１１　土手、１２　スリット、２１　土手、２２　スリット、３１　コモン電極、３２
　コンタクトホール、３３　ソース層、４１　電極、４２　コンタクトホール。
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